
津
波

津
波
は
、
主
に
地
震
発
生
に
伴

う
海
底
の
隆
起
・
沈
降
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
周
辺
の
海
水
が
上
下
に

変
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る

現
象
で
す
。
有
田
川
町
で
は
、
津

波
に
よ
る
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
大
地
震
が
発
生
し
た

際
に
は
有
田
沿
岸
に
最
短
30
〜
40

分
で
最
大
11
ｍ
の
津
波
が
到
達
す

る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
危
険
が
あ
る
場
所
に

は
、
津
波
が
襲
来
す
る
危
険
が

あ
る
こ
と
を
示
す
「
津
波
注
意
」

の
ほ
か
、「
津
波
避
難
場
所
」
や

「
津
波
避
難
ビ

ル
」
を
示
す

津
波
標
識
が

設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
地

理
に
詳
し
く

な
い
土
地
で

も
、
津
波
発

生
の
恐
れ
が

あ
る
と
き
に

は
、「
津
波
避
難
場
所
」
マ
ー
ク

や
「
津
波
避
難
ビ
ル
」
マ
ー
ク
を

目
印
に
直
ち
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

地
震
火
災

地
震
は
直
接
的
な
揺
れ
に
よ
る

被
害
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
二
次

被
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
そ
の

中
で
も
地
震
火
災
は
代
表
的
で
、

過
去
の
大
地
震
で
は
多
く
の
命
と

財
産
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
火
災
の
原
因
の
多
く
が

「
電
気
機
器
が
関
係
す
る
火
災
」

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
く

分
け
る
と
、
暖
房
器
具
の
転
倒
に

よ
る
も
の
と
通
電
火
災
と
呼
ば
れ

る
も
の
と
の
2
種
類
で
す
。

い
ず
れ
も
地
震
発
生
直
後
に
は

次
の
3
点
を
行
う
こ
と
で
、
火
災

に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
逃
げ
道
を
確
保
す
る
。

・
発
火
し
た
ら
初
期
消
火
を
行
う
。

・
ブ
レ
ー
カ
ー
と
ガ
ス
栓
の
確
認
。

土
砂
災
害
は
、
す
さ
ま
じ
い
破
壊
力
を

も
つ
土
砂
が
、
一
瞬
に
し
て
多
く
の
命
や

財
産
を
奪
う
災
害
で
す
。
台
風
や
集
中
豪

雨
、
地
震
な
ど
が
引
き
金
と
な
り
発
生
し

ま
す
。

土
砂
災
害
は
そ
の
ス
ピ
ー
ド
と
パ
ワ
ー

が
す
さ
ま
じ
い
た
め
、
災
害
が
起
き
て
か

ら
避
難
し
よ
う
と
し
て
も
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
ま
た
予
測
が
困
難
な
た
め
、
役
場
か

ら
の
避
難
情
報
が
間
に
合
わ
な
い
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
や
前
兆
現
象
に
注
意
し
、
早

め
の
避
難
行
動
を
取
っ
た
り
、
屋
内
の
比

較
的
安
全
な
場
所
（
崖
と
反
対
側
の
2
階

の
部
屋
な
ど
）
に
移
動
し
た
り
す
る
な
ど

の
安
全
確
保
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

土砂災害は次の 3種類に分類されます
・土石流／土砂などが集中豪雨などの影響で、一気に下流へと押し流さ
れる現象。前兆現象としては、山鳴りがする、急に川の水が濁って流
木が混ざり始める、腐った土のにおいがするなどがある。

・崖崩れ／急な斜面が雨水の浸透や地震などの影響で、突然崩れ落ちる
現象。前兆現象としては、崖にひび割れができる、小石がパラパラと
落ちてくる、崖から水が湧き出るなどがある。

・地すべり／比較的緩やかな斜面が地下水などの影響で、斜面下方へ移
動する現象。前兆現象としては、地面のひび割れや陥没、亀裂や段差
の発生、崖や斜面から水が噴き出すなどがある。
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